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（2020）に従い、表 1 に 2016年度版の作文数、段落数、文数、文節数、語数、文字数を示
し、表 2 に学年別の作文数を示す。なお、小学校は 1学年 2 クラス、中学校は 1 学年 4 ク
ラスである。 
 
表 1 データの概要 
作文テーマ 作文数 段落数 文節数 語数 文字数 
ゆめ 875 11,043 86,444 234,801 372,860 
がんばったこと 849 12,083 95,015 263,114 422,743 
 
表 2 学年別の作文数 
作文テーマ 小 1 小 2 小 3 小 4 小 5 小 6 中 1 中 2 中 3 
ゆめ 64 70 67 69 69 75 158 155 148 
がんばったこと 66 65 65 68 67 74 148 150 146 
 
 







については表 3、「がんばったこと」作文については表 4 のような結果が得られた。なお、
他者の発言を引用しているものについてはカウントしていない2。 
 




















ぼく 49 833 105 97 92 95 163 23 11 
僕 0 0 2 7 0 6 138 159 83 
私 0 0 0 0 0 0 98 185 116 
俺 0 0 0 0 0 0 1 0 2 
われ 0 0 0 0 0 0 0 1 0 
我々 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
合計 49 83 107 104 92 101 400 369 213 
 




















ぼく 49 824 107 975 88 77 34 8 0 
僕 0 0 0 2 9 3 81 66 110 
私 0 0 0 0 0 0 207 309 209 
わたし 0 0 0 0 0 0 0 1 1 
俺 0 0 0 0 0 0 1 1 1 
我 0 0 0 0 0 0 0 4 0 
合計 49 82 107 99 97 80 323 389 321 
 










3 「ばく」という誤表記 1例を含む。 
4 「ばく」という誤表記 1例を含む。 








 さらに、中学 1 年生から 3 年生の男子生徒の作文の中には、次の表 5 と表 6 のように、
一つの作文内に異なる自称詞を用いているものも見られる。表 5 は「ゆめ」作文、表 6 は
「がんばったこと」作文についての結果である。 
 
表 5 「ゆめ」作文における、一つの作文内に複数の自称詞を用いているもの 
 学年 自称詞の使用回数 使用した自称詞の内訳 
1 中学 1年 3 回 ぼく（2回）、私（1回） 
2 中学 1年 3 回 ぼく（1回）、私（2回） 
3 中学 1年 4 回 ぼく（3回）、私（1回） 
4 中学 1年 4 回 僕（3 回）、俺（1 回） 
5 中学 2年 3 回 ぼく（2回）、われ（1 回） 
6 中学 2年 4 回 ぼく（3回）、私（1回） 
7 中学 2年 5 回 私（4 回）、我々（1回） 
8 中学 2年 6 回 僕（2 回）、私（4 回） 
9 中学 2年 8 回 僕（1 回）、私（7 回） 
10 中学 2年 8 回 僕（1 回）、私（7 回） 
11 中学 2年 9 回 僕（1 回）、私（8 回） 
12 中学 2年 11回 僕（3 回）、私（8 回） 
13 中学 2年 11回 僕（1 回）、私（10 回） 
14 中学 2年 14回 僕（1 回）、私（13 回） 
15 中学 3年 3 回 僕（2 回）、俺（1 回） 
16 中学 3年 3 回 僕（1 回）、私（2 回）   
17 中学 3年 3 回 僕（1 回）、私（2 回） 
18 中学 3年 5 回 俺（1 回）、私（4 回） 
19 中学 3年 5 回 僕（2 回）、私（3 回） 
20 中学 3年 7 回 私（6 回）、我々（1回） 
21 中学 3年 10回 ぼく（2回）、私（8回） 
 
 表 5 のように、「ゆめ」作文では中学 1 年生 4 名、中学 2 年生 10 名、中学 3 年生 7 名が
一つの作文内に複数の自称詞を用いている。最も多いのは「ぼく・僕」と「私」の同時使用
であり、21名中 15 名が用いている。 
 
表 6 「がんばったこと」作文における、一つの作文内に複数の自称詞を用いているもの 
 学年 自称詞の使用回数 使用した自称詞の内訳 
1 中学 1年 3 回 ぼく（1回）、私（2回） 
2 中学 1年 3 回 僕（2 回）、私（1 回） 
3 中学 1年 5 回   ぼく（1 回）、私（4 回） 
4 中学 1年 5 回   僕（4回）、俺（1回） 
5 中学 1年 5 回 僕（4 回）、私（1 回） 
6 中学 1年 8 回 僕（7 回）、私（1 回） 
7 中学 1年 6 回  ぼく（4 回）、私（2 回）   




9 中学 2年 3回 僕（2 回）、私（1回） 
10 中学 2年 4回 僕（2 回）、私（2回） 
11 中学 2年 4回 僕（2 回）、私（2回） 
12 中学 2年 6回 僕（1 回）、私（5回） 
13 中学 2年 8回 ぼく（3回）、僕（1回）、私（4回） 
14 中学 2年 10回 僕（3 回）、私（7回）  
15 中学 2年 15回 僕（4 回）、私（11回） 
16 中学 2年 15回 僕（11回）、私（4回） 
17 中学 3年 2回 僕（1 回）、私（1回） 
18 中学 3年 5回 僕（1 回）、私（4回） 
19 中学 3年 7回 僕（6 回）、俺（1回） 
 
表 6 のように、「がんばったこと」作文では中学 1 年生 8名、中学 2年生 8 名、中学 3 年
生 3 名が一つの作文内に複数の自称詞を用いている。「がんばったこと」作文においても最






(1)  私の夢はテレビ局で働くことです。理由は二つあります。 
一つ目は、人の役に立つことができるからです。（後略） 
     二つ目は、協力できるからです。取材する人や制作する人など、一人一人のする事 
   は違うけれど、だれか一人でも欠けてしまえば、番組はできなくなります。この仕 
事は出演者とは違って、裏で働くので、番組には出ないけれど、それぞれ、とても大 
切なので、ぼくもその仕事に関わってみたいです。 
    テレビ局で仕事をする人は、決して有名ではないけれど、みんなの役に立てるもの 
です。ぼくは、この仕事を目指して、がんばりたいと思います。  







(2)  私の夢は二つで今、迷っています。今までもけっこうコロコロと変わってきました。 
    一つ目は、文房具デザイナーです。（後略） 














（「ゆめ」作文、中学 2 年、男子） 

















(5)  僕の夢は、まだあまりきまっていません。（後略） 







ます。 （「ゆめ」作文、中学 1 年、男子） 
(6)  僕のがんばりたいことは、部活です。 




















ような多様性も生まれてきた。 （「ゆめ」作文、中学 2年、男子） 













(9)  ぼくの夢は夢を探すことです。これはただの「夢がない」ということではありませ 
ん。われにとっては「夢がない」ということは希望を捨てた人が使う言葉だと思いま 
すなので、ぼくは希望を持って、夢を探している最中だということです。 





(10)  僕の将来の夢はお笑い芸人である。理由はお笑い芸人をしたら、お金がたくさん 
  もらえるし、有名な芸人としゃべることができてとても楽しいから。僕はいつもテレ 
ビでお笑いとかを見る。よく思うのが、お笑い芸人はよくあんなに多くの人を笑わせ 
ることができるなーだ。いつも見ていて感心してる。だから俺はお笑い芸人になるぞ。 











































わたし 65 106 1097 85 45 2 3 0 2 
私 0 0 22 71 77 174 343 427 327 
合計 65 106 131 156 122 176 346 427 329 
 




















わたし 63 63 89 72 73 4 1 0 3 
私 0 14 31 68 56 131 320 470 344 
合計 63 77 120 140 129 135 321 470 347 
 
表 7 と表 8から分かるように、女子児童・生徒は「わたし・私」のみを用いている。まず
表 7 の「ゆめ」作文における女子の自称詞の使用数を見る。小学 1年生と 2年生はひらがな
表記の「わたし」のみを用いているが、小学 3 年生から漢字表記の「私」が使われるように








































 本研究は JSPS科研費 20H01674 の助成を受けたものです。 
 
文 献 
今田水穂 (2020). 「『児童・生徒作文コーパス』形態論・係り受け情報データ Ver.1.6」
（2020年 12月作成） 
今田水穂・宮城信 (2020). 「学校課題作文コーパスの構築」『言語資源活用ワークショップ
発表論文集』第 5 巻，pp.103-113. 







鈴木孝夫 (1973). 『ことばと文化』岩波新書． 
西川由紀子 (2003). 「子どもの自称詞の使い分け：『オレ』という自称詞に着目して」『発達
心理学研究』14巻 1号，pp.25-38.  
宮城信・今田水穂 (2018). 「『児童・生徒作文コーパス』を用いた漢字使用能力の発達過程
の分析」『計量国語学』31 巻 5号，pp.352-369. 
村田年 (2018). 「国語教科書の中の『女ことば』：小学 1 年生用教科書（上巻）を資料とし
て」『日本語と日本語教育』No.46，pp.45-71.   
渡辺亨子 (2019). 「『国語教科書』はどのように自称するか：自称詞に着目した学習に関す
る一考察」『信大国語教育』29，pp.69-85. 
言語資源活用ワークショップ2021発表論文集
267 2021年9月13日-14日
